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① 物 語 る ／ で き ご と を 伝 え て い く

野家啓一（のえ けいいち） 哲学者、東北大学教養教育院総長特命教授。1949年生まれ。東北大学理
学部卒業、東京大学大学院博士課程中退。東北大学副学長を経て、現職。専攻は哲学・科学基礎論。
近代科学の成立と展開のプロセスを、科学方法論の変遷や理論転換の構造などに焦点を合わせて
研究している。主な著書に、『物語の哲学』（岩波現代文庫）、『科学の解釈学』（講談社学術文庫）、
『パラダイムとは何か クーンの科学史革命』（講談社学術文庫）など多数。1994年第20回山崎賞受賞。

鷲田清一（わしだ きよかず） 哲学者、大谷大学文学部教授。1949年生まれ。京都大学文学部卒業、
同大学院修了。大阪大学総長を経て、現職。これまで哲学の視点から、身体、他者、言葉、教育、アー
ト、ケアなどを論じるとともに、さまざまな社会・文化批評をおこなってきた。主な著書に、『モードの
迷宮』（ちくま学芸文庫、サントリー学芸賞）、『「聴く」ことの力――臨床哲学試論』（阪急コミュニ
ケーションズ、桑原武夫学芸賞）、『「ぐずぐず」の理由』（角川選書、読売文学賞）など多数。 

人
間
は
「
物
語
る
動
物
」
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
「
物
語
る
欲
望
」
に

取
り
憑
か
れ
た
動
物
、
と
言
っ
た
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
か
。

野
家
啓
一
『
物
語
の
哲
学̶

̶

柳
田
國
男
と
歴
史
の
発
見
』
よ
り

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
館
長
の
鷲
田
清
一
が
、
各
分
野

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
な
が
ら
、
い

ま
、
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
を
通
し
て
み
え
る
社
会
の
課
題
に
つ
い

て
、
み
な
さ
ん
と
共
有
し
、
考
え
を
深
め
て
い
く
対
話
の
時
間
。

　

今
回
は
「
物
語
り
論
」
で
も
知
ら
れ
る
哲
学
者
の
野
家
啓
一

さ
ん
を
お
招
き
し
、
今
年
の
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア

テ
ー
ク
の
展
覧
会
「
記
録
と
想
起
」
に
関
連
し
た
対
話
を
行
い

ま
す
。
「
記
録
と
想
起
」
展
は
「
3
が
つ
11
に
ち
を
わ
す
れ
な

い
た
め
に
セ
ン
タ
ー
」
に
寄
せ
ら
れ
た
震
災
の
記
録
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
展
覧
会
で
、
映
像
や
写
真
で
記
録
す
る
行
為
と
、
記

録
物
が
思
い
起
こ
さ
せ
る
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
物
語
、
そ
し
て
物

語
を
紡
ぐ
総
体
と
し
て
の
「
ア
ー
カ
イ
ヴ
」
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
も
の
で
す
。

　

野
家
さ
ん
の
著
書
『
物
語
の
哲
学
』（
＊
1
）
を
手
が
か
り
に
、

震
災
が
わ
た
し
た
ち
に
気
づ
か
せ
た
、
記
憶
を
語
る
こ
と
の
大

切
さ
、
そ
し
て
、
忘
却
／
忘
れ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
、
対

話
を
重
ね
ま
す
。
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波
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／
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